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　1946年F．．W．　JensenおよびA、　L．　Parracki’が眞

座管獲振器を利用した電導貰i商庭i装置を費表して以來，

各所でその將來性に着目して研究を行い，現在ではすで

に實用の域に入りつつある，．從求のコールラウシニ電橋

fti用いる電導彗ξ満定法は機睦が着邑していたり潤濁して

い／；こりして指示藥が用いら卸．ない場合や，2種以上の歳

分が温在していて，指示藥では分離疋或がむずかしい炉’

合等に利判されてその贋値を認遅）れてい1［i」：1il：，」走操

作が順瑞で，まt．二電極を瞼睡iモ：に．浸さな1ナればならなか

つたのて，Pitsつ維持にも注；意Lなげればならない無⊥tt

使用上極々不便な勲が多くて鮫程の場含でなげれば：手1］旧

されなかつt二。ところが高周波肖定を行うi潔涛｛，1｝謎は

從來の電導慶滴定と蟹りない“一・｛かかわらず，從せ〔のよ

うに試藥をビ＝・レットから滴下する∫如二電橋を調節して

年衡させ液の抵抗値を求める手撒を省いて，軍に試藥滴

下毎に計nv．aTj．旨示を課取るだげて滴定曲線を描く二とが

できるoし．かも椀緩豊に潅極を浸．す一必要．fJ：な・・から，　i商定

前後の豫傭操作も指示藥を用いる場含とほとんど同一に

なっL－n二れは電導度滴定．tl　X±　［1「馳周波敷を用いている

篇，測定罵電源と橡膿とを・楡膣の電導．tq，「ヒが個’原に作

用をおよぼす程密に結合できないのて，むしろ二の電源

等に關する因子を除去して測定を行う方法を採用してお

り，したがつて試藥滴下の〔に電橋を半衡3せて抵抗値

を求めなげればならない二ととなつたのでおるtコニらに

可及的密結合とするため電極を憾鰹中，こ浸す・腰かある

課である。

　高周波満定は二のように非常に便利な方法てある脳

何分にも最近獲展したばかりな・’〉で廣く一般に研究，利

用される迄に至つていないのが鰻念であつtn華い紙面

を與えらわノこの〔1・二二に．簡輩1二紆r介をしようn

II　原理と装置

眞室管獲振器を働作させておき，その硬振回路に負荷

を密に結台．．てギrの賃荷を攣化ざ・．L‘二1と，並き抽1器の働作

状態か翼仁する、，この攣化は例えば耽源より獲昂、器へ洪

紐ナるじ現極電流の糞化や百甑．周波撒の攣1ヒ．1：して鯉澗茎

れるから，逆に二の璽化を見て．・川．：負荷の遡動を勃漸

できるはす．でちる。負荷としてゑ、髄を利用十る㌧一・股

に穣脇よ｛EI1　：一よつて竃導にが楚にするから，上に述べ

ノこようにその璽1ヒを讃1反る二とができるn養｝装として何

を讃むかにより襲㌶「．）率舞成力芝つて肇るが，現在利罵さ

れているのは大鯉次の三．つにわげらオ1るn

　（1）護振笛の陽極電流またはこれに關聯した眞空管の

特性量　｛．例えば「勺部抵抗）．コ】．．は筆．者等2．の利用して

いる方渋て．口路および．装置はグ．ラビアに’云L．てある。二直i

者等は費払．・1イル中に楡盟を入れt：ビーカーを挿入する

ようにLているが，二才は震氣白届二見．れば黄振コイルに

二次回路るご密に剰1含した二．ヒになるから，滴．劇二よつて

液の竃導琶∈：が攣才卍ぱ眞室管側から．見た獲振コ．fルの見掛

イソlt一ダ〆べが饗化した二．ヒになるoその型化の粒こ況

を計算牛ると．第2圖のような曲線力：得られるが，この曲
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が，これで面白いのは），二・O．006を岬として濃度の低い
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